



































は弱く、旧約・ユダヤ教の伝統に従って、神が行使する義（詩 7:10; 11:7; 37:6; 51:6）、或い
は、神の前での人間の義（創 15:6; イザ 41:8; 知 7:27 を参照）という宗教的・神学的性格が強
い。しかし、義の神学的理解も詳しく見ると新約文書によって多様であり、旧約・ユダヤ教
の義の理解の延長線上で、神の聖なる意思を実践することを強調するマタイ福音書やヤコブ
書が存在する一方で（マタ 3:15; 5:20; 6:1; ヤコ 2:21, 24）、人間の罪を無償で赦し、人間を義
とする賜物としての神の義を強調するパウロの義の理解が存在する（ロマ 1:17; 3:21-31; 9:30-









































































































名詞ツェデク（ ）、あるいは、ツェダカー（ ） 
によって表現される。動詞ツァーダクはカル態
で、「義である」、「義しい」ことを意味する（創
38:26; 詩 19:10; 51:6; 143:2; ヨブ 4:17; 9:2, 15, 20; 
10:15; 13:18; 15:14; 22:3; 25:4; 33:12; 34:5; イザ 43:9, 
26; 45:25）11。この動詞は法廷的な性格が強く、ピ
エ ル 態（ エ レ 3:11; エ ゼ 16:51, 52; ヨ ブ 33:2; 
33:32）またはヒフィル態（出 23:7; 申 25:1; サム
下 15:4; 王上 8:32; 代下 6:23; イザ 5:23; 50:8; 53:11; 
詩 45:5; 82:3; 箴 17:15; ヨブ 27:5）で「義とする」、
「無罪と宣告する」の意味になる 12。形容詞ツァ
ディークは、法的、宗教的、倫理的に「義しい」
ことを意味する（創 6:9; 20:4; 申 9:14; 25:1; 32:4; サ




ことを表すのに対して（イザ 51:1; 64:4; 詩 23:3; 
119:21; ヨブ 6:29）、ツェダカーは規範に合致した
具体的行為を指す場合が多い（創 15:6;18:19; 56:1; 
58:2; 申 6:25; エゼ 3:20; 18:5, 19, 21, 22, 24; 33:12; 
詩 106:3；112:3, 9; 箴 11:16; 15:9; 21:21）14。ツェデ
クはミシュパート（「裁き」、「公正」、「正義」）と
対で出て来ることがあるが（イザ 16:5; 32:1; エレ
22:13; 詩 72:2; 89:14; 97:2; 119:75, 121; 箴 1:3; 2:9）、
同様な傾向はツェダカーにも認められる（創
18:19; イザ 1:27; 5:16; 33:5; 56:1; エゼ 18:5, 19, 21, 




義であるということである（出 9:27; 申 32:4; ネヘ
9:8; イザ 5:16; 26:7; 41:10; 45:13, 19, 21, 23-24; 48:18; 
50:8; エレ 12:1; 哀 1:18; ダニ 9:7, 14; ホセ 2:19; ゼフ
ァ 3:5; 詩 7:10; 11:7; 37:6; 51:6; 116:5; 119:137;129:4; 
代下 12:6; エズ 9:15; ネヘ 9:8, 33）16。義であるこ
とは、聖であることや（レビ 19:1; イザ 5:16; 
6:3）、真実（信実）であることと並ぶ（申 32:4; 
ホセ 2:20; ゼカ 8:8; 詩 36:6; 40:11; 45:5; 85:11-12; 
96:13; 119:142; 143:1; ネヘ 9:33）、神の重要な属性
である。神の義は創造の業や（イザ 45:8; 詩 33:4-
6; 85:12-13）、歴史における裁きの業を通して実
現する（出 23:7-8; イザ 10:22; ダニ 9:14; 詩 7:12; 
9:5, 9; 50:6; 96:13; 97:2; 98:9; 99:4; 119: 7, 62, 75; 
129:4; 145:6-7）17。神の意思の具体的な表現である
律法の戒めも神の義を反映する（申 4:8; 詩 19:10; 
119:7, 62, 75, 106, 160, 164）18。他方、神の義はイ
スラエルに救いを与える恵みの業であるという側
面を持っている（士 5:11; サム上 12:7; イザ 32:16-
17; 41:10; 45:8; 51:5; 54:17; 56:1; 61:10-11; 62:1-2; 
63:1; エレ 9:23; ダニ 9:16, 24; ホセ 2:21; 詩 24:5; 
31:2; 33:5; 35:28; 36:11; 40:10-11; 48:11; 65:6; 71:2; 
72:1-4, 7; 85:11-12; 89:15; 98:2; 119:40-41; 143:11）19。
神は義であると同時に慈しみ深いからである（イ

















地を継ぐことが約束されている（申 6:18; 24:10, 
12-13）。イスラエルは命じられた通りに主の戒め




いた（サム上 24:18; 26:23; サム下 8:15; 22:21, 25; 
王上 10:9; イザ 16:5; 32:1; エレ 22:3, 15-16; 詩 45:5; 












（イザ 56:1; 58:2; エレ 22:3; 31:23; エゼ 18:5, 19, 21, 
22; 33:14, 16, 19; ホセ 10:12; ゼファ 2:3）。アモス
はイスラエルに対して、「公正を水のように、義
（正義）を尽きない川のように流れさせる」こと
を勧める（アモ 5:24; さらに、イザ 48:18 も参照）。
イザヤやエレミヤの預言において、シオンの都で
あるエルサレムは、義（正義）と公正が宿るべき




（イザ 45:8; 46:12-13; 51:6, 8; 54:14, 17; 56:1; 59:9; 





1:3; 2:9; 8:20; 21:3; 詩 119:121）。賢人は同時に義人
である（箴 9:9; 11:30-31; 23:24）27。義人（ツェダ
ーキーム）はしばしば悪しき者（レシャーイー
ム）と対照される（詩 1:5-6; 11:5; 37:12, 16, 17, 21, 





















は義であるということである（トビ 3:2; 13:6; 14:7; 
II マカ 1:24; III マカ 2:3; シラ 18:2; 知 12:15; ソロ詩
2:15, 18, 32; 3:5; 4:8; 8:7, 23, 26; 9:2; 10:5; バル 2:6; 
5:2; ヨベ 1:25; 21:4; エチ・エノ 99:10;『宗規要覧
（1QS）』X 23; XI 15-16;『戦いの書（1QM）』IV 
6; XVIII 8;『感謝の詩編（1QH）』VI 15; XX 31; 
『ダマスコ文書（CD）』I 1; フィロン『夢』II 194; 




ビ 3:2, 5; II マカ 9:18; 12:6; シラ 16:22; 知 5:17-18; 
12:16; ソロ詩 2:10; 3:3; 4:8; 5:1; 8:8, 24; 9:4-5; ヨベ
22:15; エチ・エノ 108:13;『宗規要覧（1QS）』I 13, 
21, 26; III 1; IV 4; IX 17; X 11, 23; XI 3, 16;『戦い
の書（1QM）』XI 14;『感謝の詩編（1QH）』V 
25; IX 6; XII 25, 40; XV 19;『ダマスコ文書（CD）』
III 15; XX 11, 29, 31, 33）。神の義は父祖たちに与
えた契約を守る神の信実に基礎を置いている（II
マカ 1:24-27; シラ 16:22; ソロ詩 9:10; 10:4; ヨベ
1:15-18; 22:15; 『宗規要覧（1QS）』I 11-13; IV 6; IX 
4-5; X 25; 『戦いの書（1QM）』IV 6; 『ダマスコ文
書（CD）』III 13; VIII 15; XX 17）31。神の義は民
に対する神の憐れみと表裏一体であり、救いを与
える（トビ 3:2; ソロ詩 9:6-8; 10:4; 15:13; ヨベ 1:15; 
31:24-25; エチ・エノ 27:4; 50:3-4; 61:13; IV エズ
8:11-12, 36; 『宗規要覧（1QS）』I 21-22; IV 4; XI 3, 
5, 6, 12;『ダマスコ文書（CD）』XX 20-22）32。特
に、黙示的文書においては、終末の裁きにおける
神の義の貫徹という主題が強調される（ダニ 9:24; 
ヨベ 23:26; エチ・エノ 10:16-22; 39:6; 58:4; 62:3; 
71:14; 91:5-10; 107:1; IV エズ 7:33-35; ソロ詩 17:21-
29; ユダ遺 22:1-2; ダン遺 5:11-13; ゼブ遺 9:8）33。義
人は不義に満ちた現在の世においては苦しめられ
ているが、終末時には究極的救いに入るという希
望が述べられる（IV エズ 9:13; ヨベ 30:31; エチ・
エノ 10:17; 48:7; 62:13-16; 92:1-4; 『宗規要覧（1QS）』




ソロ詩 9:3-5; ヨベ 20:9-10; 35:2; エチ・エノ 94:1-4; 
ダン遺 6:10;『宗規要覧（1QS）』I 1-6, 26; V 4; 
VIII 2; ヨセフス『ユダヤ古代誌』13.289; 『ダマス
コ文書（CD）』I 1）35。義人は神の御心に従い義
を行う道を歩む（トビ 1:3; 2:14; 4:5,6; 14:8-9; ソロ
詩 8:6; 14:1-3; 18:8; ヨベ 23:26; エチ・エノ 82:4; 
92:3; 94:1; 99:10; 『宗規要覧（1QS）』I 13, 24; III 1; 
IV 2-3; IX 12-13;『ダマスコ文書（CD）』I 16;『感
謝の詩編（1QH）』IX 36）36。義なる神が与えた
戒めも義であり（アリステアス 130-131）、戒め
の遵守こそが義に至る道である（トビ 4:5,6; IV 
マカ 13:24; ソロ詩 18:8; ヨベ 7:20; 20:2-3; ダン遺
6:10; エチ・エノ 93:4; 99:2, 10;『宗規要覧（1QS）』
I 13-14; 『ダマスコ文書（CD）』III 15; XX 27-28, 
31-32）37。死海文書においては、神との契約に従
ってその条項である律法を守ることが強調される
（『宗規要覧（1QS）』I 16; V 8; 『ダマスコ文書












れ る（ バ ル 1:15; エ チ・ エ ノ 81:5; 『 宗 規 要 覧
（1QS）』X 23-25; XI 20-21;『感謝の詩編（1QH）』
IV 20; VIII 18; XII 29-31; XIX 18）38。
　初期ユダヤ教文書は、イスラエルの族長たちを
模範的義人として挙げる：エノク（ダン遺 5:6; ベ





2:52; 知 10:5-6; ヨベ 14:6; 23:10; フィロン『寓意的
解釈』II 228; 『相続人』94-95; 『徳論』216）39。ア
ブラハムが義と認められた根拠としては、神の言
葉を信じたことよりも（創 15:6）、創世記 22 章の
イサクの奉献の出来事において試練に打ち勝った
ことの方が強調されている（I マカ 2:52; 知 10:5; 


















8:7; IV マカ 2:23; フィロン『世界の創造』73; 『律
法の寓意的解釈』I 63; III 77 他多数）43。他方、知
3: 4, 9 には希望と真理と愛の組み合わせが、シラ
24:18 には愛と畏れと知識と希望の組み合わせが、




の一つとして挙げるが（I コリ 13:13; I テサ 1:3; 
5:8; エフェ 1:15-18; コロ 1:4-5; ヘブ 10:22-24; 黙




書におけると同様に（イザ 9:6; 11:4; エレ 23:5; 
33:15）、為政者は義を愛し、義（正義）と公正に
基づいた治世を行う理想が強調されている（知
1:1; 9:3, 12; アリスティアス 209; ; フィロン『律法
各論』IV 164, 184; ヨセフス『ユダヤ古代誌』
7.110; 8.21）。マカベア戦争時に指導者のシモン
は、義（正義）と信実（信仰）を守ったので大祭










マ 4:25; 5:18）、ディケー（ 「正義」「裁き」）は




の訳語となっている（創 6:9; 申 25:1; 32:4; イザ
45:21; エ ゼ 18:5, 9; 詩 7:10, 12; 119[118]:137; 
129[128]:4）。新約聖書においてこの形容詞は七十
人訳におけると同様に（申 32:4; イザ 45:21; 詩
119[118]:137; 129[128]:4; II マカ 12:6; ソロ詩 9:2）、
神や（ヨハ 17:25; ロマ 3:26; I ヨハ 1:9; 2:29; 3:7; 黙
16:5）、キリストの属性の形容として用いられる
（I ペト 3:18; I ヨハ 2:1, 29）45。さらに、終末時に




して用いられることも多い（マタ 1:19; ルカ 1:6; 
2:25; 18:9; 20:20; 使 10:22; ロマ 2:13; 3:10; ヘブ 11:4; 















で用いられることも多い（マタ 5:45; 9:13; 10:41; 
新約聖書における義の理解　 
25
13:17, 49; 23:29, 35, 37; 25:37, 46; 27:19 ; マコ 2:17; 
ルカ 1:17; 14:14; 15:7; 使 3:14;10:22; ロマ 1:17; 3:10; 
5:7, 19; ガラ 3:11; ヘブ 10:38; 12:23; I ペト 3:12, 18; 
4:18; ヤコ 5:6, 16; 黙 22:11）。旧約聖書や（詩 1:5-
6; 11:5; 37:12, 16, 17, 21, 33; 125:3; 140:1, 13; 141:4-5; 
146:8-9; さらに、エゼ 21:8 も参照）、ユダヤ教知
恵文学おけると同様に（知 5:6; 10:6-9）、義人はし
ばしば悪人や（マタ 5:45; 13:49; 使 24:15）、「罪人」
（マタ 9:13; マコ 2:17; ルカ 5:32; 15:7; I ペト 4:18）
と対比される。共観福音書や第一ペトロ書簡で
は、裁判における無罪性を念頭にイエスが「義
人」と呼ばれている（マタ 23:35; 27:19; ルカ
23:47; 使 3:14; 7:52; I ペト 3:18）48。信仰者が「義
人」と呼ばれることもある（マタ 10:41; 22:13, 28; 
25:37, 46; ルカ 14:14; 使 24:15; ロマ 1:17; ガラ 3:11; 




申 25:1; サ ム 下 15:4; 王 上 8:32; イ ザ 5:23; 50:8; 
53:11; 詩 51[50]:6; 82[82]:3; 143[142]:2; 箴 17:15; ヨブ




やヤコブ書簡に用いられるが（ロマ 2:13; 3:20, 24, 
26, 28, 30; 4:2, 5; 5:1, 9; 8:30, 33; I コリ 4:4; ガラ
2:16, 17; 3:8;, 11, 24; ヤコ 2:21, 24, 25）、共観福音
書や使徒言行録にも使用例がある（マタ 11:19; 
12:37; ルカ 10:29; 16:15; 18:14; 使 13:38, 39）51。こ
の動詞は受動態で用いられることが多い（マタ
11:19; ルカ 18:14; 使 13:38, 39; ロマ 2:13; 3:20, 24, 
26, 28; 4:2; 5:1, 9; 6:7; I コリ 4:4; ガラ 2:16, 17; 3:8;, 
11, 24; ヤコ 2:21, 24, 25）。その場合、動作主は明
示されないが、神であることが暗黙の前提となっ
ている。この動詞が能動態で用いられることがあ






（イザ 51:1; 64:4; 詩 23[22]:3）、または、ツェダカ
ー（ ）（創 15:6;18:19; 56:1; 58:2; エゼ 3:20; 18:5, 
19, 21, 22, 24; 33:12; 詩 106[105]:3; 112[111]:3, 9）
の訳語となっている。この名詞は新約聖書では、
パウロ書簡や（ロマ 1:17; 3:5, 21, 22, 25; 4:3, 6, 9, 
11, 13, 22; 5:17, 21; 6:16, 18, 19, 20; 9:30, 31; 10:3, 4; 
I コリ 1:30;　II コリ 3:9; 5:21; 6:7, 14; 9:9, 10; フィ
リ 3:6, 9; I テモ 3:16）、マタイ福音書や（マタ
3:15; 5:6, 10, 20; 6:1, 33; 21:32）、ヘブライ書簡（ヘ
ブ 1:9; 5:13; 7:2; 11:7, 33; 12:11）に頻出するが、使
用例は新約聖書全体に広がっており、ルカ文書や
（ルカ 1:75; 使 10:35; 17:31）、ヨハネ文書や（ヨハ
16:8, 10; I ヨハ 2:29; 3:7, 10）、公同書簡や（ヤコ
1:20; 2:23; I ペ ト 2:24; 3:14; II ペ ト 1:1; 2:5, 21; 
3:13）、黙示録にも使用されている（黙 19:11; 
22:11）53。
　この名詞は神の義や（マタ 6:33; ロマ 1:17; 3:5, 
21, 22, 25; 10:3, 4; II コリ 3:9; 5:21; 6:7, 14; 9:9, 10; 
フィリ 3:9; ヤコ 1:20; II ペト 1:1）、キリストの義
（I コリ 1:30; I テモ 3:16; I ペト 2:24; ヘブ 1:9; 黙
19:11）について用いられる場合と、人間の義に
ついて（マタ 3:15; 5:6, 10, 20; 6:1; 21:32; ヨハ 16:8; 
使 10:35; ロマ 4:3, 6, 9, 11, 13, 22; 5:17, 21; 9:30, 31; 
14:17; I コリ 9:9, 10; フィリ 1:11; 3:6a; ヘブ 11:33; 




指す場合がある（ロマ 1:17; 3:5, 21, 22, 25; 10:3, 4; 





6:1; 21:32; 使 10:35; ロマ 9:31;10:5; フィリ 3:6a; I ヨ
ハ 2:29; 3:7, 10; ヘブ 11:7; 黙 22:11）、キリスト教
信仰に生きることが義と呼ばれることもある（マ





3:22, 26; 4:3, 6, 9, 11, 13, 22; 5:17, 21; 9:30, 31; 10:5; 
14:17; II コリ 3:9; 5:21; ガラ 3:6; フィリ 3:9b）56。
2.2　マタイ福音書における義
　義（ ）は、マタイの神学思想を表す















（イザ 56:1; 58:2; エレ 22:3; 31:23; エゼ 18:5, 19, 21, 
22; 3 トビ 4:5,6; IV マカ 13:24; ソロ詩 18:8;『宗規
要覧（1QS）』I 13-14 他）、人間が行いによって
















は「義人（ ）」と呼ばれる（マタ 5:45; 9:13; 

















32:4; イザ 41:10; 45:13, 19, 21, 23-24; 48:18; 50:8; エ
レ 12:1; 詩 51:6; 119:137;129:4; ロマ 3:26b）という
命題に対応している64。この句は第二に、救いを
与える神の行為としての義を指す65。この意味内
容は「神が義とする」（出 23:7; 王上 8:32; 代下 6:23; 




使するのである（創 15:6; I マカ 2:52; 知 10:5-6; ロ
マ 3:26c; 4:3, 5）。この句は第三に、「神からの義」
を意味し、義の起源が神にあり、人間に恵として
与えられる賜物としての義を示す（ロマ 3:22; 









ラ 2:15-21; 3:1-4:17; フィリ 3:1-11）、最後の著作で
あるローマ書ではさらに成熟した形で提示してい















い る（ 申 32:4; 詩 40:11; 45:5; 85:11-12; 96:13; 
119:142; 143:1; ネ ヘ 9:33; II マ カ 1:24-27; シ ラ
16:22; ソロ詩 9:10; 10:4; ヨベ 1:15-18; 22:15; 『宗規
要覧（1QS）』I 11-13; IV 6; IX 4-5; X 25; 『戦いの
書（1QM）』IV 6; 『ダマスコ文書（CD）』III 13; 

















とはない（ロマ 4:1-12; 9:30-33; ガラ 2:16, 21）。律
法はむしろ罪の自覚をもたらす（ロマ 3:20）。し
かし、キリストの福音を信じる者は既に義とされ
ている（ロマ 5:19; 9:30; ガラ 2:16）。それは、キ






























2:52; シラ 44:19-23; 『シフレ・申命記』38;『出エ
ジプト記ラッバー』35）、パウロは専ら「信仰の
人」アブラハムという側面を強調し （ロマ 4:3, 9, 
11, 13; ガラ 3:6-9）、信徒たちの父祖としている 










シラ 44:19-23; ヘブ 11:17; ヤコ 2:21-24）75。それに
対して、創世記 15:6（「アブラハムは神を信じて、
義と認められた」）を引用してアブラハムが神の
約束を信じたという側面（ロマ 4:3, 16-21; ガラ
3:6）を専ら強調する。













ることが多い（ロマ 2:13; 3:10; 5:7, 19）。パウロが





に適用した例が見られる（使 3:14; 7:52; 22:14; ヘ


















  の意味上の主語を  （義人）とす













れた」とされる（ヤコ 2:23; さらに、創 15:6; イザ

















らない信仰による義」（ロマ 1:17; 3:21-31; 9:30-32; 
ガラ 2:15-21）を唱えるパウロ主義とは対照的で
ある84。創世記 15 章 6 節に基づいてアブラハム
伝承を解釈し、信仰義認の主張をするパウロ主義
に対抗して（ロマ 4:3, 9; ガラ 3:6 を参照）、ヤコ
ブ書は初期ユダヤ教のアブラハム解釈の伝統に立















（申 32:4; イザ 45:21; 詩 119[118]:137; 129[128]:4; II
マカ 12:6; ソロ詩 9:2）、神や（ヨハ 17:25; ロマ
3:26; I ヨハ 1:9; 2:29; 3:7; 黙 16:5）、キリストの属
性の形容として使用される一方で（I ペト 3:18; I
ヨハ 2:1, 29）、神の前に相応しい人間の在り方を
指 す（ マ タ 1:19; ル カ 1:6; 2:25; 18:9; 20:20; 使
10:22; ロマ 2:13; 3:10; ヘブ 11:4; II ペト 2:7, 8）。
　動詞ディカイオオー（ 「義とする」）は
七十人訳聖書の用法を前提にして（王上 8:32; イ




ことが前提となっている（マタ 11:19; ルカ 18:14; 
使 13:38, 39; ロマ 2:13; 3:20, 24, 26, 28; 4:2; 5:1, 9; 
6:7; I コリ 4:4; ガラ 2:16, 17; 3:8;, 11, 24; ヤコ 2:21, 
24, 25）。この動詞が能動態で用いられる場合は、




神の義や（マタ 6:33; ロマ 1:17; 3:5, 21, 22, 25; 10:3, 
4; II コリ 3:9; 5:21; 6:7, 14; 9:9, 10; フィリ 3:9; ヤコ
1:20; II ペト 1:1）、キリストの義（I コリ 1:30; I テ
モ 3:16; I ペト 2:24; ヘブ 1:9; 黙 19:11）について用
いられる場合と、人間の義について（マタ 3:15; 
5:6, 10, 20; 6:1; 21:32; ヨハ 16:8; 使 10:35; ロマ 4:3, 
6, 9, 11, 13, 22; 5:17, 21; 9:30, 31; 14:17; I コリ 9:9, 
10; フィリ 1:11; 3:6a; ヘブ 11:33; 12:11; ヤコ 2:23; 
3:18; II ペト 2:21; I ヨハ 2:29; 3:7, 10; 黙 22:11）用
いられる場合に分けられる。神の義は人間を義と
する神の救いの業を通して示される（ロマ 1:17; 
3:5, 21, 22, 25; 10:3, 4; I コリ 1:30; II コリ 3:9; 5:21; 





433d; ア リ ス ト テ レ ス『 ニ コ マ コ ス 倫 理 学 』
1129a-1130b）は弱く、旧約・ユダヤ教の伝統に
従って、神が行使する義（出 9:27; 申 32:4; ネヘ
9:8; イザ 5:16; 26:7; 41:10; 詩 7:10; 11:7; 37:6; 51:6）、






（マタ 3:15; 5:20; 6:1; ヤコ 2:21, 24）、人間の罪を無
償で赦し、人間を義とする賜物としての神の義を
強調するパウロの義の理解が存在する（ロマ
3:22; 10:3; II コリ 5:21; フィリ 3:9; さらに、ロマ
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The Understanding of Righteousness in the New Testament
Takaaki Haraguchi
The concept of righteousness in the New Testament is not characterized as a cardinal virtue in the 
ethical order of society as in the Greco-Roman world (Aristotle, Ethica Nicomatica 1129a-1130b). It is rather 
a theological concept used to describe God’s relation to the world or human beings’ relation to God as in the 
Old Testament (cf. Genesis 15:6; Psalms 7:10; 11:7; Isa 41:8 etc.).  The righteousness of God is the basis of 
its theological understanding. Nevertheless, the NT writings show diverse theological understandings of 
righteousness. Paul emphasizes righteousness given to human beings as a gift of God who is willing to 
forgive their sins (Romans 1:17; 3:21-31; 9:30-32), while the aspect of fulfilling the holy will of God is stressed 
in Matthew and James as in early Judaism (Matthew 3:15; 5:20; 6:1; James 2:21, 24). There were different 
streams of early Christianity showing diverse understandings of the relationship between faith and work. 
Keywords:   New Testament, righteousness, Paul, gift, faith
